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マ ウ ス 頼腺の 構造 と神経支配 を， 組織化学的検索法お よび電顕観察法 に よ り検索 した． 頼腺は攻筋
の 前方の 頬壁中に 存在す る． 腺 は三 業か ら なり， 各葉か ら導管が出る． こ れ らの 導管は漸次合流して 一 本
の 大きな導管， す なわ ち頬腺管 と な り， こ れ は耳下腺管 に そ の 口腔 へ の 開口 部か ら約 0．5m m 近位よ りの
所で合流す る． 頬腺は複合管状胞状腺で あ り， ま た混合腺で ある． 腺房は 約90％の粘液細胞 と約10％の染
液細胞か ら なる． 頼腺は介在部 と線条部を欠く． 写真鏡法に よ ると， 頼腺に は多数の 無髄神雇線終が分布
し， それ ら は繊細 な神経乱 す なわ ち， 腺房間神経軌 動脈壁神経網お よ び腺房内神経網を形成 する． 神
経線推は その 神経網内で の 走行中に 所々 で 感状の 腫 大 を示 す
． 組織化学的検索法に よ る と， こ れ らの 神経
網に はカ テ コ ー ル ア ミ ン に よ る螢光と ア セ チル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性が証明され る． 上 部中経節切除乳
カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽性線維 が消失 し， 頬神経切断後アセ チ ル コ リ ン エ ス テラ ー ゼ活性陽性線推が消失
する． 電顕検索に よる と， 上記 の感状腫大部 は多数の シ ナプ ス 小胞 と ミ トコ ン ド リア を含んだ軸索の 腫大
部 と して示 され る． 腺房間と動脈壁神経網 の軸索腫大部はい わ ゆる遠距離シ ナ プス に 相当し， 腺房内神経
網の軸索腰大部は密接シ ナ プ ス に 相当す る． これ らの 軸索腰 大部は， 内部に 含む シ ナ プス 小 胞の 種類 に よ
り， 常に 多数の 小 額粒性 シ ナ プ ス 小胞 を含 む工型 終末と， 多数の 無顆粒性小胞 を含む王工型終末の こ種 に 分
類する こ とが で きる ． 上 頸神経節切除後1 型終末が変性 に 陥り， 頼神経切断後工工塑終末が変性に 陥る． こ
れ らの 組織化学並 び に 電顕所見 は， 工型 終末が上 野申経節由来の ア ド レ ナ リ ン作動性神経の シ ナ プス 終末
で あり ， 汀型終末が 耳神経節由来の コ リ ン 作動性神経 シ ナ プ ス 終末 であ る こ と を示 して い る
．
工型終末と
廿型 終末 との 数比 は， 腺房間神経網で は 1 二 3 で あり， 動脈壁神経網で は 4 ニ 3 で あ る． 腺房 内神経網の
密接 シ ナ プス はす べ て 廿塾終末 に 属す る． 上 郡中経節切除後， 腺細胞は分泌顆粒の 融合と粗面小胞体の 拡
張を示 す． 下顎神経切断後， 腺細胞は よ り顕著 な変化を示 し， 腺は浮腰状の変性 に 陥る．
Key w ords bu c c algla nd， adre n ergic n erv efibers， Cholin ergic nerv efibers， m Ou Se．
小唾液腺の 一 つ で ある 頬腺 に 関する研究 は， 大唾 液
腺に 関する も の と比 較す る と格段 に 少な い ． ヒ トの 頬
腺に つ い て ，Zim m er m a n nり は， 頼腺が 頼壁 中に 2 列を
なして 散在性 に 存在す る混合腺で あ り， 線条郎 を欠く
が介在部 を持ち， 後方 に は臼歯腺が存在す る と記載し
てい る． その 他の 成書の 記載は こ の 域 を出な い ． 上憤
ら2Iお よ び小林3Jは頼腺 を 肉眼解剖的に 検索 し， その 分
布と大き さ を報告 して い る． Ev e rs ole41と Ha rriso n51
は頬腺の 分泌 物の 化学的性状に 関 して 組織化学的検索
を行な っ て い る
． 神経支配に 関し て は， Ro ss o niら61が ，
頼腺内に は コ リ ン作動性神経が豊富に 見られ る が， ア
ドレ ナ リ ン作動性神経は血 管周囲を除い て は ほと ん ど
見ら れ ない と報告 して い る ．
ヒ ト以 外で は， 峯 田71の ヤ ク ザ ル に 関す る もの ， 今
村8切 家兎 に 関する も の ， Kaya nja91の 有蹄類に 関す る
もの が あ る． い ずれ も 分泌物 に 主 眼 を置い た組織化学
的な検索で ある． 審歯類の 頬腺 に 関して は研究が極め
て 少なく， わ ず か に ， Redm a n1 01が ラ ッ トの 類壁 中 に存
在する腺 の 発生 と構造に 関 して 可 視光顕微鏡 く光顕う
を用 い た検索を報告 して い る に す ぎない
． 彼は耳下腺
管の 開口 部付近 か ら発生 す る a nterio rbu c c al gla nd
と， 第三 大臼 歯 に 対面 する 頬壁中 に 存在す る 3 つ の
po ste rio rbu c c algla nds を見 出し， い ずれ も粘液腺の
特性 を示 すと報告 して い る ． しか し それ らの 腺の 神経
A bre viatio ns ニA B
，
alcian blu e三 F G S， fo r m aldehyde．glutar aldehyde－S u C r O S ei G A－ OsO4，
gluta raldehyde－OSmium tetrO Xidei P A S， periodic acid－Schif．
416
支配 に 関 して は何 ら言及 して い な い ．
今回著者 は マ ウ ス の 頬腺 に つ い て ， そ の微構造を明
ら か に す る ため に ， 光顕 と電子 顕微鏡 く電顕う 観察に
よ り検索し た． また ， 頼腺 に 分布す る神経の走路を調
べ るた め連続切片の 再構築法を行な っ た． つ い で ， 腺 内
神経終末の徴構造 を明 ら か に す る た め， 神経染色， 組
織化学的検索法， お よ び竜顔観察に よ っ て検索 した．
なお ， 頼腺支配神経 の由来， 走路お よ び終末 を確認 す




純系成熟雄 K H－1種 マ ウ ス く朗厄ぎ 2 胱好 捌 椚 V a r．
戊 伽 由J を 実験動物 と して用 い た． 対照 と して 雌 も 3
，匹 用 い た ．
王王 ． 光顕観察法
1 ． へ マ トキ シ リ ン ． エ オ ジ ン 染色
切断した マ ウス 頭部 を， 75％ エ タ ノ ー ル 75ml． ホ ル
マ リ ン 20ml． 氷 酢 酸 5mlの 混 液 に 2 日間固定，
Pla nk－ Rychlo 液で脱灰 ， セ ロ イ ジ ン に包埋 し， 水平 断
の 20ル m 連続切片 を作製 した ． 切片に は ヘ マ トキ シ リ
ン ． エ オ ジン くhe m ato xyl in－e O Sinl 染色を施 し， 頼腺
の構造と周囲臓器 との 相関 を描画再構築法に よ っ て 検
索し た．
2 ． 分 泌 物の 組織化学的染色法
頬腺 を燐酸緩衝液 で pH 7．4 と した 10％ ホ ル マ リ ン
に 固定， パ ラ フ ィ ン に 包埋 し， 薄切片 を作製 し， 以下
の 組織化学的染色法を施 した
．
11 過 沃素醸 ． Schiffくpe riodic a cid嶋Schiff，P A SJ
反 応
こ の 方法に よる と多糖類が赤紫色に 染色さ れ る
．
2コ ア ル シ ア ン ブ ル ー くaleia mblu e， A即 染色 川1 21
染色液 は， 酢酸で pH 2．5， あ る い は塩酸 で pH l．0 に
調整し た
．
一 部の 切片に は，pH 2．5 ま た はpH l．0の A B
染色を施 した1乳 後染色と して P A S反応 を行な っ た
．
pH 2．5の A B染色で は酸性糖蛋白が ， pB l．0 で は硫酸
化糖蛋白が青色 に染色さ れ る．
3
． 実体顕 微鏡観察
頬腺 に 分布す る外来神経 の 走行 を， 実体顕微鏡下 に
観察し た． 観察に 際 して は， 組織の 乾燥 を防 ぐとと も




皮膚を つ けた まま頬壁全体 を取 り出 し， 本陣写真銀
法 く写真銀法， photogr aphic silv e r stainingl
l叶に よ
る連続切片 を作製 し， 描画再構築法 を行な っ た ． この
方法に よ ると ， 神経細胞体お よ び神経線推軸索が黒 色
な い し褐色 に 特異的に 染色され る．
5
． 神経髄 鞘染色
髄鞠の染色 は， オ ス ミ ウム 髄鞘染色法瑚 に よ っ た
．
こ
の 方法に よ ると ， 髄鞘が 黒色 に 染色さ れ る．
II王
． 神経要 素の 組織 化 学的検索法
頼腺 の 神経要素の 組織化学的特性 の 検索は次の方法
に よ り行な っ た ．
1
．
カテ コ ー ル ア ミ ン検出法
Fu r n e ssら1 5切 Faglu 法 の Naka m u r a岬 に よ る 改
良法 で あ る ホ ル ム ア ル デ ヒ ド ． グ ル タ ー ル ア ル デヒ
ド ． シ ョ 糖 tfo r m aldehyde－gluta r aldehyde－ Su C rO Se，
F G Sl 固定法を用 い た． FG S法 に よ る と組織中のカテ
コ ー ル ア ミ ン は黄緑色の螢光 を発 す る．
2 ． ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活 性検出法
Ka rn o v sky ら
1 71の チ オ コ リ ン 法 を改良 した Naka．
m u r aら1叫こよ る ル ベ ア ン酸増強法 くr ube a nic a cid．
enha n c e m e nt m ethodl を用 い た． こ れ に よる とアセ
チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性部が 黒色 に 特異的に
検出され る ．
IV ． 電 顕検索法
1 ． グ ル タ ー ル ア ル デ ヒ ド ． 四 酸 化 オ ス ミ ウ ム
くgluta r aldehyde－ O S miu m tetro xide， G A．
OsOJ 固定法
頬腺の 電顕検索に は， 頼腺を その 導管， 耳下腺管お
よ び 口 腔粘膜 とと も に 取 り出 し，2．5％グ ル タ ー ル アル
デ ヒ ド く0．1 M燐酸緩衝液 で pH7，4 に調整う で 4
0
C90
分浸潰固定の の ち， 1 ％また は 2％四 酸化 オス ミウム
く上 記と 同 じ緩衝液で pH 7．4 に調整1で 4
0
C90分固定
を行な っ た ． エ タ ノ ー ル 系列で 脱 水後 ， エ ポ ッ ク 飢2に
包埋 し，L K B 2088 型 ウル ト ロ ト ー ム に よ っ て 超薄切片
を作製 した． 同時 に 厚さ 1 へ 2ノノ m の 切 片を作り， ト
ル イ ジ ン ブ ル ー 染色19Iを施 し， 光頗観察に よ る組織部
位の 同定 の 試料と した． 超 薄切 片に は酢酸ウ ラ ニ ル と
鉛の 二重 染色 抑 を施 し， 日立 H U－12 型 あ るい は 廿500
塾 の 電頗 で観察 した．
2 ． 重 ク ロ ム 酸 固定法
神経終末部の検索の ため に ， Tra n z e rら2 りの 重 ク ロ
ム 酸固定法 くdichr o m atefixation m ethodI を行なっ
た
．
こ の 方法に よ る と， 神経組織中の カ テ コ ー ル アミ
ン 含有物が極 め て 電子 密度大 な物質と し て 検出され
る ．
3 ． メ セ ナ ミ ン 銀 法
分泌 物の 特性 を電旗 下 に 検出す る ため ， 0．1M 燐酸
綬衝液 で pH r 4に 調 整 し た 4 ％パ ラ ホ ル ム ア ル デヒ
ドで 4
0
C 60分 固定 した頬腺 を用 い て ， Ra mbo urg2
2切
メ セ ナ ミ ン銀 法 くsilv e r m ethe n a min ete chniqu el を
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行な っ た ． こ の 方法に よる と， 多糖類 ， 糖蛋 白な どに
特異的に 鍍 粒子 の 沈 着が 見ら れる ．
V ， 神経 節切 除お よ び神経切断実験
頼腺の 支配神経の 起源 検索を目的と する 二 次変性実
験の ため， 実体顕微鏡 を用 い て ， 下記の 神経節切除，
ある い は神経切 断実験 を行な っ た ． 手術に 際 して は，
ベ ン トパ ル ビ タ ー ル ナ ト リ ウ ム の 腹腔内注射 く0． 1
mgノgJ に よ り麻酔 を施 した．
1 ． 上 頸神経節の 切 除
上 鄭中経節切除は， 内頸動脈と頭長筋の 問を広げて ，
上部申経節を確認 して 切 除 した． 手術後， 24 時間， 2，
4 ， 7日間を経 た マ ウス か ら頬腺 を採 り， 以 下正 常な
場合と同様 に 試料 を処置し， 術後の変化 を検索し た．
2
． 交感神経系の 神経支配 の 検索の た め の 諸実験
交感神経系の 神経支配の 詳細 を検索 す るた め に 以下
の実験 を行な っ た ． 手術後 24時間を経 た マ ウス の 頬腺
を採り， カテ コ ー ル ア ミ ン 螢光検出法 を用 い て検索 し
た．
り 内頸動脈神経叢 の切 除
上 郡申経節の 吻側端 か ら起 こ る， 内頸動脈の 周囲に
篠路してい る神経束 をす べ て剥離 して 切除した ．
2う 外頸動脈神経毒の 切 除
上 郡中経節か ら内側に 向 っ て起 こ る ， 外頸動脈 の 周
囲に纏絡して い る神経束 をす べ て 剥離 し て切 除し た．
3う 顔面 動脈 に伸行 す る 神経束の 切 断
下顎 骨の 下緑 で ， 外頚動脈の 枝で あ る顔面動脈と そ
れに伴行す る神経束 を切断した ．
41 浅側頭動脈に 伸行 す る 神経束の 切 断
耳下腺の 下 で ， 外頸 動脈 か ら 分岐直後の 浅側頭動脈
とそれ に伴行す る神経束を切 断した ．
5J 内頸動脈神経毒 お よび顔面 動脈 に 伴行す る神経
束の 同時 切 断
り 外頸 動脈 神経叢 お よ び翼 口 蓋神経節の 同時切 除
翼口 蓋神経節切除は ， 上 顎骨の 歯槽突起 を， 3本の
臼歯と共に 切除する こ と に よ っ て 翼 口 蓋神経節を確認
し， これ を切 除した ．
3 ． 下顎 神経 の 切 断
下顎 神経の 切 断 は， 下顎神経が卵円孔 を 出た 直後の
部分で 行な っ た ． 手術後， 24 時間， 2 ， 4 ， 7日間 を
経たマ ウ ス か ら頼腺を採 り， 以下正常 な場合と同様に
試料を処置 し， 術後の 変化 を検索 した．
4
． 下顎神経 に 属 す る 詩神経の 切断
下顎神経 に 属 す る諸神経 に 対 して 以 下の 実験 を行
なっ た ． 手術後24 時間お よ び 2 日を経 た マ ウス の 頬腺
を採り， ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性検出法お よ
び電顕検索法を用 い て検索した ．
1ト頬神経の 切 断
口 腔内か ら， 上 顎の第三 大臼歯の す ぐ尾 側で粘膜直
下 に 現 わ れ る頬神経 を切 断し た
．
2う 耳介側頸 神経の 切 断
顎 下 郡より ， 内側翼突筋と顎二 腹筋後腹との 間で耳
介側頭神経を確認 して ， これ を切 断した ．
3フ 舌神経 と下 歯槽神経の 切 断




I ． マ ウス 頼腺の 微構造
1 ． 肉眼 お よ び実体顕微鏡所 見
マ ウス の 頬腺 は， 口角の尾側上方の 頬壁中に 存在す
る属平 な卵円形 の 腺 で ， 長径約 2．5 m m， 短径約 1．5
m m， 重さ約 1 m g で ある． 頼腺尾側面の下方と嘆筋表
面の間を耳下腺管が ほ ぼ水平に内側に 向か っ て走り， 頼
腺内側下端 の 腺門か ら 出る頬腺の 導乱 す なわ ち頼腺
管と合流 す る 停 真 1フ． 合流後0． ト 1 m m 内側 に
走 っ た後， 頼粘膜 を貫 い て， 上顎第1 大臼歯に 対す る
頼粘膜 の 前下方約 2m m の 位置で 口腔 前．庭 に 開 口 す
る． 頬腹の 内側お よ び上 方 に は頬筋， 吻偵陀 は上 顎神
経と顔面神経 の 枝お よび顔面動 ． 静 帆 外側に は広頸
筋， 下方に は 口 輪筋が存在す る．
腺 は外側 ． 中間 ■ 内側の 3葉か らな る． 外側と 中間
案は ほぼ 同じ大きさ で ， 少量 の 結合組織 で隔て られ て
い るだ け であ るが ， 内側葉は小 さく ， 小動脈と小 静脈
に よ っ て， 頬腺の 他 の 部分か ら隔て られ てい る． 各葉
の 下郡か ら 一 本の 葉間導管が起 こ り， 水平 に 内側に 走
り， 順次合流 して頬腺管を形成す る．
顔面動脈 は唆筋の 下顎 骨 へ の 付着部の 前線で 下 顎骨
Photol－ Ho riz ontal s ectio n of the right bu ccal
W allof a m o u s e． bc， C e ntr al lobe ofthe bu c c al
gla nd三 bd， bu c cal du ctニbl， 1ateral lobe of the
bu c c al gla ndibm ， m edial lobe of the bu cc al
gla ndニfn， fa cial n er v ei m m， m a SS ete r m u SCleこ
pd， pa rOtid ducti O ， O r al c a vity． He m ato xylin －
e o sin stain ing， X32．
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の 外側緑を 回 り， 攻筋 お よ び 頬腺の 吻側 を前上 方に
向か っ て走る． 頼腺 の内側吻側角の す こ し手前で 後方に
枝 を出 し， この 枝 は耳下腺管開 口 部付近 で ， 頼粘膜直
下を ほぼ水平 に 尾方か ら来 る内頸動脈の 枝の 眼裔下 動
脈の枝と吻合す る． 吻合部付近か ら 2本の 小枝が出て，
1本は 耳下腺管に 分布 し， 他の 1本 は頼腺の 内側葉と
中間葉の 間を通 っ て， 腺門か ら出る 前の 導管周辺 に 到
り， 腺内に 入る ． また 顔面動脈 は頬腺の 吻 側面上 を通
過する 際に 1 へ 一 2本の 小枝 を腺内 に 送る．
2 ． 光顕 所 見
頼腺の 表面は薄い 結合組織性被膜に 被わ れ ， 被膜か
ら分か れ て 実質内に 入 り込 んだ 葉間結合組織が腺 を3
葉に 分 ける
． 小 葉の 形 成は見 られ な い ．
腺は複合管状胞状腺の 構成 を示 し， 終末部は筋上 皮
細胞 を持 つ ． 終末部の 腺細胞 は， PA S 反応に よ っ て ，
A 細胞と B 細胞 の 二種類の 細胞 に 区別さ れ る． 両 細胞
とも に その 基底側に 球形 な い し楕 円形の 核 を持 つ ． A
細胞は終末部の 大部分 を占め， 核上 部に 大量 の 分泌顆
粒 を持 つ ． こ の 分泌 顆粒は， P A S 反応 に よる と き， 周
囲が濃 く 中央部が淡 い 泡状 の 赤紫色の 染色性 を， A B
染色で は， pH 2．5の と き濃青色， pH l．0の と き pH 2．5
の と きよ り 淡い 青色の 染色性 を示 す． P A S 反応と A B
染色との 二 重 染色 で は 分泌 顆粒 は青紫色の 泡状 を呈 す
る． B 細胞 は い わ ゆる 半月 を形成 し， その 数が少 なく ，
核上部 に 少数の 分泌 顆粒 を持 ち， こ の 額粒 は P A S 反
応は陽性で あ るが ， A B染色 で は， pH 2．5 に お い て も
pH l．0に お い て も全 く染色性 を示 さ ない く写真 2 う．
終末部は， 介在部 ． 線条部 を介さ ず に ， 直接 内腔の
広 い 導管に 続く． 導管系は， そ の 起始部が 一 部 の もの
で単層立方上 皮か らな る以 外は ， 葉間導管， 頬腺管と
P hoto2． Acini ofthe bu c c al gla nd stain ed with
A B staining a nd P A Sr e a ctio n． A， A c e11s
Stain ed with A Ba nd P A Si B， B c els stained
With P AS o nly ie， eX CretOry du ct． A Bstaining
a nd P A Sre a ctio n， X480．
な り， 耳下腺管 に合流す る ま で ， す べ て 二 層の 立方な
い し柱状上皮 か ら な る． 上 皮は基 底側の 暗調 な基底細
胞と ， 管腔側の 明調 な細胞か ら な り， 両 者とも分泌顆
粒 は含ま な い ． 導管は腺葉内で合流 を繰 り返 し， 各葉
で 一 本の 葉間導管と な っ て 腺葉 を去 る． 導管系に は筋
上 皮細胞は認 め られ な い ． 頬腺の 導管系お よび耳下腺
管に は杯細胞 も出現 しな い ．
頬腺の 内側葉と中間案 の 間 を通 り頬腺管周 辺 に到っ
た小 動脈は， 枝分 か れ し， 導管系に 沿 っ て 走 り， 腺内
で 腺房 をと り 囲む毛細 血管網 を形成 す る． 静脈系は動
脈に 伴行す る ．
頬壁中 に は こ の 頬腺の 他に ， 後方の 第 3 大 臼歯に対
す る位置の 粘膜下 に 小 さ な独立 した単 一 の 粘液腺塊 の
存在 が認 め られ た．
3
． 電 顕 所 見
光顛 で 区別 さ打た A 細胞 と B 細胞の 二 種類の 腺細
胞は ， 電顕 に お い て も微構造 の 異 な る 二 種の 細胞とし
て 区 別され る． 頬腺 の 一 部を連続視野 的 に 電顕 で 撮影
し， 得ら れた 写真を つ な ぎあ わせ た 像に よ っ て 検索す
ると ， 写真中 に 含ま れ る全腺細胞数154 偶の うち， A
細胞が 121個， B細胞が 10個 で ， 写真中で 分泌顆粒を
含 ま な い た め に ど ち ら と も判別が つ か な い 細胞が23
個認 めら れ た．
1う A 細胞
A 細胞 は， 限界膜 に包 まれ た径 0．4 旬 2．0ノJm の球形
な い し楕円形 の 分泌顆粒 を持 つく写 真 31． 分 泌顆粒は
細胞質全体に 分布 して い るが ， 特 に 核上 部の 腺腔側の
細胞質中 に 多く見 られ る． 分泌顆粒 は しば しば融合像
を示 す． 分泌顆粒の 内部 は細糸状の 物質が疎に集まっ た
部分 と， 顆粒状 の 物質が やや 密に 集ま っ た部分 とがあり，
全体 と し て斑 状を呈 す る． 細胞の 遊離面 で は， 分泌額
粒の 限界膜が腺腔側の 細胞膜と融合 し て ， 分泌顆粒の
内容物 が腺腔内 へ 放 出さ れ る 開 口 分 泌 くe ruptcrine
se c retio nl の 像が 認め られ る ．
核は 基底部 に あ り， 球形 も しく は楕 円形 を呈 し， 核
濃縮は見 られ な い ． 径約300nIll の 球形 な い し杵状の
ミ ト コ ン ド リ アが豊富 に 存在 し， そ の ク リ ス タは板状
を呈 し， 基 質 は細顆粒状の 物質 に 富ん で い る ． 粗面小
胞体 は 良く発 達 し， 細胞質全体に分布す るが， 特に細胞
の 基 底側 に 多く ， 層板状 に何層も 重 な っ た像を示 す．
滑 面小胞体 は少な い ． 非常に 発 達の 良 い ， 多数の G仁1Igi
装置 が 存在す る． Golgi装置 は Golgi 層板， Golgi小
胞， Golgi胞 か らな り， 特に 核 の 周辺 部に 多く 見られ
る
．
Golgi層板の 凸側お よ び側面 に は粗面小胞体との
間に 多数 の Golgi小胞が 存在 し， 凹側 に は Golgi胞お
よ び分泌顆粒 が存在す る ． Golgi 層板 は 凸側 に 比 し凹
側 の 方 が 内脛 が拡張 して い る ． 凹 側に は また， C O ated
頼腺の 構造と神経支配 419
P hoto3． Demi 1u n e ofthe a cin u softhe bu cc algla nd． A， A cellニ B， B c ellこ1，1u m en ofthe a cinu sニ
i
，
interc e11ula r s e cr eto ry c a n alic ulu s． G A－OsO4fix atio n， X5，800．
v esicle sも多数見 られ る． 細胞質内に は， その ほか に ，
ごく 少数 の ， 限 界 膜 で 包 ま れ た 径 400 へ 700n m の
1ys o so m eが見 られ る． 1ys o s o m eの 内部の 物質は層仮
構造を呈 す る こ と が ある ．
腺膳 に 面 す る 細胞遊離面 に は長 さ 500へ 850n m の
ミ ク ロ ビリ ー を認 め るが ， 腺腔 内に 強く膨降 して い る
部分で は短 く， 分 泌顆 粒が細胞遊離面ま で 充満 して い
る場合に はし ば しば こ れ を欠く
．
腺細胞 間 に は， 遊離 面直下 に 閉鎖帯と接着滞が見ら
れ， その 下 ， 基 底面に 達す る まで の 間 に 数個 の デ ス モ
ゾ ー ム が 散在性 に 見 られ る ． 細胞の 基 底面に はと き と
し てわ ずか な基 底翻 入 が認 め られ る． 基 底面 は基 底膜
で被わ れ て い る ．
多糖類と糖蛋 白 を電顕へ下に 証明 する メ セ ナ ミ ン 銀法
を施した試料で は， 分泌 顆 粒の 内壁 に 強 い 鋲粒子 の 沈
着が 見 られ ， ま た顆粒内に も疎な綿糸状お よ び粗大顆
粒状の 沈着が見 ら れ るく写 真4コ． 腺膵 の 中に も同様 の
狼粒子 の 沈 着が見 ら れ る． そ の 他， イ乳 核小 体， リ ボ
ゾ ー ム
， 膠 原細線維に も非特異的な銀 粒子 の 沈着が 認
めら れ る
．
これ ら の 鍍 粒子の 特異 的な沈着が起 こる 部
位は ， 光頗 に お け る PA S反 応 陽性部位 に 一 致 す る．
Photo4． AくAla nd BくBJc ellsin the a cinus ofthe
bu c c al gla nd． Arr ow s indic ate the Golgi





B細胞 は限界膜 に 包 ま れ た径 250へ 650n m の 球形
の 電子密度大な分 泌顆粒 を持 つ く写真 3 1． 分泌 顆粒の
数は A 細胞 に 比 較する と少な く， 細胞質の 腺腔側 に分
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布し て い る
．
分 泌顆粒の 融合像は見られ なし1． とき に
開口 分泌 像が認め られ る． 分泌 顆 粒の 内部は均m一 で ，
微細顆 粒状の 電子密度大な物質 で 充た され ， 個々 の 分
泌 顆粒 に よ っ て その 密度に 差 が 認め られ る． 核 は基 底
部に あ り， 球形 ま た は楕円 形 を呈 し， 核濃縮は 見られ
な い ． ミ ト コ ン ドリ ア の 大き さ， 分 布お よび ク リ ス タ
の 形状 は A 細胞の もの と 同様 で あ る． 小 胞体や Golgi
装置も その 形 や分布 は A 細胞 の も の と 同様 で ある ．
Golgi装置周 辺 に は c o ated v e sicle sが 多数見ら れる ．
一 般 に ， Golgi層板 に近 接 して い る 分 泌顆粒 は比 較的
大き く て内容物の 電子密度が低 く， 離れ て 存在す るも
の は小さ く て 電子 密度 が高 い 傾 向が認 め られ る ．
細胞遊離面 に は長 さ 500へ 650n m の 短 い ミ ク ロ ビ
リ ー が 見られ る． 隣接す る B細胞同士 の 間に は細胞間
分泌 小 菅が存在し， 管腔 に 多数の ミ ク ロ ビ リ ー が 見ら
れ る． B細胞同士 の 間あ る い は A 細胞と B 細胞 とが
接す る部分に は閉鎖帯， 接着帯お よ び デス モ ゾ ー ム が
見ら れる ． 基 底面は基底膜 で 被わ れ， と き に わ ずか な
基底翻 入 が認 めら れ る．
メ セ ナ ミ ン銀法で は， 分泌 顆粒は細顆粒状の 均 一 な
銀粒子 の 特異的な沈着 を示 す く写真4I． Golgi装置 で
も， Golgi層板 の う ち で 凹側 に 位置す る もの の 内膳 に，
銀 粒子 の 沈 着が認 め ら れ る ． こ の こ と は 分 泌 顆 粒が
Golgi装置 で 作られ る こ と を示 して い る ．
3ン 筋上 皮細胞 と導管
筋上皮細胞は， 終末部の 基底側表面の お よ そ2割 を
被 っ て い る ． 筋上 皮腫胞 は腺細胞の 基 底面 と 狭 い 所 で
は約 12n m の 間隙 を持 っ て 接 し て い る ． 間隙が 広 い 部
分で は間に 基 底膜が介在 する が， 腺細胞か ら細胞質突
起が出た り， 間隙がせ ば ま っ て く ると ， 基 底膜は 阻ま
れ て それ以 上 侵入 しな い ． 筋上 皮細胞の 組織腔に 面 す
る部分は基底膜に 被わ れ て い る ． 筋上 皮細胞 と腺細胞
の 間に は， まれ に デ ス モ ゾ ー ム や 緊密接着が見 られ る．
筋上 皮細胞同士 が 接す る場 所 に は， 緊密接着お よ び
gap－ju n ctio n様構造が認 めら れ るく写 真5J． 筋上 皮細
胞の 核の 周 囲は筋形質に 富 むが ， そ の 突起 は長軸方向
に走 る多数の 筋細線維に よ っ て 占め られ て い る ． 所々
に濃密体が出現 す る． 筋上皮細胞の 表面 に は ， 組織腔
に 画す る部分お よ び腺細胞 に 画す る 部分 を問わ ず， 多
数の ピノ サ イ ト ー シ ス 様の ノJl胞 ある い は小 筒が見 られ
る表層胞領域 と， 電子 密度の 高 い 暗調領域が交互 に 存
在す る．
頼腺の 導管は， 立 方 な い し柱状 の 細胞と基 底細胞の
二 種類の 細胞で 構成さ れ て い る ． 核上 部の 細胞質に は
滑面小胞体が多 く見 られ る． 細胞遊離面 に は長 さ約
300n m の 短 い ミ ク ロ ビ リ ー が 疎に 認 め られ る． 基 底細
胞 は扁平 で ， 細胞質が少な く， 細胞内小 器 官の 発達も
P hoto5． Gap，ju n ctio n like stru ctu r eくa rro呵
o c c u rringbetw e e ntw o myo epithelial cells 血 el．
G A－OsO． fix atio n， X 42，00．
悪 い
． 細胞質に は 張原細線維が多数認 め られ る． 導管
の 基底面 は終末部か ら連続 す る 基底膜 で 被わ れて い
る
．
腺房 問に は少数の 線纏綿胞 と疎に 分 布す る膠原細線
推が存在 す る． 小動脈 は葉間導管の 周辺 に の み 見られ，
す ぐ に毛 細血 管に 枝分 か れ す る． 毛細血 管 は洞様に拡
張 し て お り， 内皮細胞 は ピ ノ サ イ ト ー シ ス小 胞に富み，
有窓性 で ， 窓 に は 隔膜 を有す る．
4 ． 頬腺 の 雌 盤差
な お マ ウ ス の 頬腺に お い て は， 肉眼 で も， 光顕 で も，
電顕 で も雌雄 の 別 に よ る差 異 は認 め られ な か っ た．
IIl． マ ウス の 頬腺の 神経 支 配
1 ． 正 常所 見
1J 実体顕 微鏡所 見 なら び に 光顕 再 構 築所 見
マ ウ ス 頼 腺 に 直 接外部 か ら進入 す る 神経束とし て
は， 腺の 内側下端 の 腺門部か ら導管 と共 に 腺内に 進入
す る神経束， 腺門部 より 少し外側よ り で 内側葉 と中間
実の 聞か ら動 脈 に 伴行 して 進入 す る 神経束， お よび吻
側面 か ら 小動 脈に 伴行 し て進 入す る 1 へ 2 本の 小神経
束が ある ． これ ら の 神経束の 由来 は図 1 に示 す とお り
で ある ． す な わ ち 2 方向に 由来 し， そ の 第 一 は， 上頚
神経節 くs cgう の 尾 側部 に 発 し， 外頚 動脈 神経革 卜正
を経由 し， 顔面 動脈 に 沿 っ て 頬 腺 に 達す る神経束 けa山
で あ る
． 第二 は ， Iご顎 神経 の 枝で あ る頼神経 い油
か ら 分枝 し， 口 腔粘膜直下 を通 っ て 頬腺に 到る 2一与 3
本の 神経束 くbbnう か ら な る． 下 顎 神経 に は 耳神経節
くogう が付随 して い る ． 17 ウ ス の 耳神経節は 2 個山神
経節に 分 か れ て お り， 内頚動 脈 の 枝 で ある 賀しコ蓋動脈
が 蝶錐体裂 を通 る直前の 部分の 動脈壁 に 沿 っ て 存在す
る． 耳神経節 は小 錐体神経く1pllう か ら線維 を受け， 耳
介側頭神経 くatIl と頬 神経 仕血 に 小枝 を送 る 愕 真
6う． 頼神経 抽11プ は岨 囁筋 へ の 運 動枝 くm nう と 共に
外側翼 突筋を貫 き ， 上 顎 の 第3 大 臼歯の す ぐ尾側で 口
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蛙粘膜下 に 出 て ， 直ち に 2
へ 3本に 枝分か れ する く図
11．
頬腺 の 導管 に 沿 っ て 腺内に 進入 す る神経束は 2 へ 3
本，動 脈 に伴行し て 進入 す る神経束は 1
へ 2 本存在し，
それぞれ 多数の 細しユ無髄神経線推 と， 1 旬 3本の 小径
有髄神経線維 を含む． ニ の 有髄線推 は腺内に 進入後 ま
Photo6． Ho riz o ntals e ctio n ofthe ba s alpa rt of a
m o u se skull， A n er v ebu ndle くa r r o wlis s ee n
Origin ati1 gfr o mt he oticga nglio nくogltojointhe
bu cc alnerve． 1p． 1ate ralptery goidm u scleこ rp，
I
－
a m tlS Ofthe ptery gopalatin e a rte ry iSb， Sphe n－
Oid bo n eニ Sg， S e milu n ar ga nglion ． Hem ato－
Xylin．e o sin stainl ng， X48．
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も なく， 導管の 周 囲 で 髄鞘を 失う ． 無髄線推は腺内に
進入 し て， 腺房間の 問質結合組織内で 繊細 な腺房間神
経網を， ま た動脈壁の 周 囲 に 動脈壁 神経網 を形成 する
く写真7 う． なお ， 腺内に 進入 する 動脈 は小 さく ， す ぐ
に 毛細血 管に 移行す るた め， 動脈壁神経網はノJl領域に
しか 見 られ な い ． 無髄線推軸索は， こ れら の 神経網の
Photo7． Hilu s regio n of the bu c c al gland．
Arr o w sindic ate n e rv ebu ndle s enteringthe gla nd
to fo r m peria cin o u s， pe ria rte rial a nd intr a－
a cino u s n e rv eple x u s es． P hotographic silv e r
Stainlng， X 480．
Fig． 1－ Diagr a m m atic repr es e ntatio nくv e ntr o－1ate r al vie wlofthe nerv ebra n ches sup pliedto
theleftbu c c algla nd． SymboIs こ atn， a u ric ulote mpo r aln e rv eニb bn， br a n ch ofthe bu c c al
n er v eこ bc， C e ntr a1 lobe ofthebu c c algla ndib d，bu cc al du ctニbい ater al lobe ofthebu c c al
gla ndニ bm ， m edial lobe of the bu c c al gla ndこbn， bu cc al n e rv ei e C， e Xte rn al c ar otid
ple x u sJa n． n e rv ebu ndle s a c c o mpa nylng the fa cial a rtery i g g， glo ss opha rynge al
ga nglio nニia n，inferior alv e ola r n e rv eニ1n，1ingu al n er v eニIpn，le ss er petros aln e rv eこ m n，
m a stic ato r n er v eニ Og， Otic ga nglioni pd， pa r Otid du ctニ S Cg， S uperio r cervic al ganglionこ
Sg， S emi 1unar ga nglio n．
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中を走る際， と こ ろ どこ ろ で感状 の 慶大を示 す． 腺房
間神経網か ら細 い 軸索が腺房 壁 の 外面お よ び腺房細胞
間に 伸び て ， 腺房内神経網 を形 成す る． 腺房 内神経網
の 無髄線維軸索も， そ の 走行の 所々 で 癌状の 腫大 を示
す
．
頬腺の 吻 側面か ら小 動脈 と共 に 腺内に 進入 す る神経
束は少数の 無髄線椎か ら な り， 頼腺内の 各神経網 に加
わ る
．
2う 組織化学的方法 に よ る 所 見
カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光検出法 に よ り マ ウス の 頬腺 を
検 す ると ， 腺房間神経網， 動脈壁 神経網の 両者 に カ テ
コ ー ル ア ミ ン螢光陽性線維 が認 め られ るく写 真81． カ
Photo 8． Catechole arnine flu o re s c enc e te st in a
n o r m ally in n er v ated bu c c al gla nd． De n s e
Ple x us e s of th in n e rv ebu ndle s with m a ny
v aric ositie s a re s ee n a r o u nd the a cin ia nd the
artery． FG Sm ethod， X480．
P hoto9． Acetylcholin e ste r a se a ctivity te st in a
n orm ally in nerv ated bu c c al gla nd． Activity－
po sitiv ethin n e rv ebu ndle s stained bla ck a re
obse rv ed a r o u nd a nd within the a cinia nd a r o u nd
the a rte ry． Rube a nic a cid－ e nha n c e m e nt
m ethod， X480．
テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽性線維は所 々 で 痛状 の 脛大を示
し， こ の 脛 大 部に お い て は螢光が特 に 強く認 められる．
こ れ らの 膚状 腰大 は， そ の 構造的特徴か ら， 写真銀法
で 認 め ら れ た 無髄線維の 癌状腫 大 に 相当す る
． Sch．
W a n n細胞は カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光 を示 さ な い ．
ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活 性検出法に よる と，
腺房 間神経軌 動脈壁神経乳 腺房内神経網の 軸索終
末に 活性が 認 め られ るく写真9 う． こ れ らの ア セ チ ル コ
リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性線維は 所 々 で 癌状の 腫大を
示 し， そ の 脛 大部 に 強 い 活性が 認め られ る ． こ れらの
ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性線維の 瘡状脛大
も， 写真銀法 に よ る無髄線維の 感状腫 大 に 相当する
．
Schw a n n細胞 に は ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ の活
性 は認 め られ な い ．
カ テ コ ー ル ア ミ ン蛍光陽性線経と ， ア セ チ ル コ リン
エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性線維の 密度 を比較 する と， 後者
の 方 が 前者よ り大で あ っ た ．
31 電顕 所 見
頬腺管な ら び に 動脈 に 伴行し て 腺内に 進 入 する神経
束は薄 い 神経周膜で 包 まれ て い る ． 神経束 は3 ノ ー 5本
存在 し， それ ぞれ 5 へ 40本の 無髄軸索 を含 むが， これ
に 加 え て ， 軸索の 直径約 1．4ノノ町 髄鞘 の 厚さ 約tI．2
声 m の 小 径有髄線維 を 1 へ 3本含ん で い る 神経束もあ
るく写真 10 L腺内 に 進入 後， 神経束は 単層の 神経周膜
細胞 の 薄膜の み に 包ま れ るよ う に なる ． 間もなく周膜
細胞 も消失 し， 神経束は頬腺の 腺 房 間 結合組織の 組織
腔に 開口 す る く写真 1い ． Schw a n n細胞に 包まれ た
ま 神経束 を出た神経線維 は腺房間神経網 を形 成する．
腺房 間神経網は神経 周膜 を欠 く細しユ無髄 神経線維束
か ら な り， 1
J，b 14本の 無髄軸索が Schw a n n細胞に包
まれ て い る ． 軸索は腺房間を走る際所々 で 腫 大し， そ
P hotolO． Cr o ss s ectio n ofa n er v ebu ndleproc eed
，
ingto the bu c c algla nd． Tw o s m al トm yelin ate亡1
a nd m a ny u n myelin ated fibers are se e n． G A－
OsO4 fixation， X4，800．
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の脛大 部で はSchw a n n鞄 を
一 部欠き， 組織腔に 露 出
して い る ． 軸索腰 大部 は その 内部に 多数の シ ナ プ ス 小
胆と ミ トコ ン ド リア を含み ， 腺房 の 腺細胞ま た は筋上
皮細胞の 基 底面と 0．1 旬 1 ■0声m の 隔 た り を も っ て 対
面して い る ． Schw a n n細胞お よ び露 出し て い る軸索脛
大部の 表面 は基底膜に 被 われ ， 長軸に 平 行 に 走る微細
Photol l． Lo ngitudin al s ectio n of a nerv ebundle
in the hilu s r eglO n Of the bu c c al gla nd． A
．
1
termin alr egio n oftheperin eu riu mくpnlwhe rethe
n e rv efibe rs a re e xpo sed to the tis su e spa c eis
se en． Dichr o m ate fix atio n， X5，80．
な膠原 細線維が存在す るく写真 121． この よう な軸索腰
大 部は神経終末の 一 種で あ り， Jabo n er o2封が 光頗 所見
か ら仮説 と して 提案し， そ の 後 Ho njin ら24Iが電頚 検
索に 基 づ い て ， 消化管の 平 滑筋の 神経 に お い て シ ナ プ
ス 小胞の 存在 を確認 して ， そ の 存在を実証 した遠距離
シ ナプ ス くdista ntsyn apse， Ple xifo r m eSyn aps eauf
Dista n zう に 相当す る． 遠距離 シ ナ プ ス は 無髄軸索が
所々 で 腫 大し て シ ナ プス を形成 する もの で ， こ の 観点
か らすれ ばい わ ゆ る通過シ ナプ ス 亡e n pa s sa nt syn －
apsel に 属す る． 遠距離シ ナプ ス に お い て は， 軸索塵
大部の 細胞膜 と それ に 対面 す る腺細胞ま た は筋上 皮細
胞の 細胞膜 に 特殊 な 分 化し た構造 は見 られ な い く図
2う．
動脈壁神経網 は， 外膜中に 分布す る無髄線維束 か ら
なる． こ の 無髄線維束 は， 腺房 間神経網の 場 合と同様
の 微構造特徴を示 す． 動脈 壁 神経網に お け る軸索腰大
部は， 中膜の 平滑 筋細胞と 0．1 旬 1．0声m の 隔 た り を
も っ て 対面 して お り， す べ て 遠距離 シ ナプ ス に 属する
く写真 13う．
腺房 内神経網で は，軸索は腺房 間神経網か ら分 か れ ，
Photo1 2． Dista ntsyn apsein the peria cin o u s n e rv eple x u s of a n o r m ally in n e rv ated bu c c algla nd．
Ty pe I 仁り a nd Ty peIIりり a x o n alexpa n sio n s a re se e n． Ty pe I c o ntain s m a ny s m allgra n ular
Syn aptic v e sicle s， While Ty pe IIc o ntain s m a ny agr an ula r syn aptic v esicles． a c， a Cin ar c elニ C，
C aPila ry 三m e， myO ePithelial c ell． Dichro m atefix ation， X 20，00O．
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Photo13． Dista nt syn apsein the periarterial n e rv eple x u s ofa n or m allyin n e rv ated bu c c algla nd．
Ty pe I 仁り and Ty peIIりり a x o n ale xpa n sio n s a re s e e n． Ty pe I c o ntain s m a ny sm allgra n ular
syn aptic vesicles a nd s e v e r al la rge gr a n ula r a nd agr a n ular synaptic ve sicle s， While Type II
c o ntain s m a ny agr a n ula r syn aptic v esicles－ S m， S m O Oth m u scle c ellofthe a rtery■ Dichr o mate
fix atio n， X20，000．
－
ts
Fig． 2． Diagr a m m atic repr e se ntatio n ofthedistant
Syn apSe Sin thepe ria cin o u s andpe ria rterialn er v e
ple x u s es ofthebu c c algla nd． T he u n myelin ated
axon sha v e n u m e r o u s e xpa n sio n s wh ich c o ntain
m a ny syn aptic v esicle s a nd la ck a Schw a n n cell
くSIshe ath o nthe sidefa cingthe tiss u e spa c eくtsI．
T he expa n sio n s c a nbe divided into tw oty pe s ニ
Type I tIJ， thos ehaving m a ny s m allgr anular
Syn aPtic v e sicles a nd a few agr a n ular o rlarge
gr a n ula r syn aptic v e sicle s三 a nd Ty pe IIくIり，
tho s eha ving m a ny agr a n ular syn aptic v e sicle s
a nd， SO m etim es， a fe w la rge gr a n ula r syn aptl C
V e Sicle s．
Schw a n n細胞の 被鞠 を脱 し， 腺細胞 の 基 底イ則の 細胞月莫
と それ を被う基底膜 との 間， 腺細胞 と筋上 皮細胞と の
間， 隣り合 っ た腺細胞同士 の 間 を走る． それ ら の 軸索
は その 走行の 所 々 で 感状腫 大部 を形成し， そ の 内郡に
は多数の シ ナ プ ス 小胞と ミ ト コ ン ドリ ア を含む． 軸索
脛 大部の 細胞膜と腺細胞あ る い は筋上皮細胞の 細胞膜
は， 約20n m の 細隙を隔て て 密接 して い る ． い ず れの
例 の 細胞膜 に も， 肥厚 その 他の 特別 な構造分化は認め
Photo14． Co ntact synapse in the intra． a cin ous
n e rv eple x u s of a n o r m ally in n e rv ated bu c cal
gla nd． T he a x o n al e xpa n sio n c o ntain s m a ny
agra n ula r syn aptic v esicle s． It o c c u rsbetw e en
the a cinar c e11くa cl a nd the myo epit helial cell
くm eJ． A mito chondrio n lie s pa r a1el with the
a cin a r c e11 m e mbr a n e at the c o ntact are a．
Dichr o m atefix atio n， X 20，0 0 0．
ら れ な い が， 腺細胞 の 細胞膜下 に 1 旬 2個 の ミ トコ ン
ドリ アが 密接 して い る像が しば し ば認 め られ る く写真
14， 1 5， 16l． この 種 の 神経終末は Richa rds on251に よ
っ て 精管 の 平 滑筋で 見 出さ れ た い わ ゆ る密接 シ ナプス
くc onta ctsyn aps el に相当す る．
電 顕下 に 見 出さ れ る上 記の 遠距離 シ ナ プ ス あるし1は
密接 シ ナプ ス を形成す る軸索腫 大 部は ， 光顕 下 に， 写
真銀法， カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光法， お よ び アセ チル コ
リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性検出法 に よ っ て 示 され た神経瀾
継の 癒状腫大に 相当す る ．
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腺房間神経網， 動 脈壁 神経網， 腺 房 内神経網 の 軸索
膵大部は ，上 述の よう に 多数の シ ナ プス 小 胞 を含むが ，
ニ れら の シ ナ プ ス小 胞 は Richa rdso n
25，お よ び Ho njin
ら21切 分頬に 従 っ て ， 小 額粒性小胞， 大領 粒性小 胞お よ
び無頼粒性小胞の 3種 に 区分さ れ る． 小顆 粒性小胞 は
径約501－m で ， 内部に 1 個 の 電子密度大 な顆 粒 を有す
る． 大額粒性小胞 は径約 1001－m で ， 内部 に 大き な額粒
を 1個有する ． 無顆 粒性 小胞は径約 50n n－で ， 顆 粒を
含まな い ． 頬腺の 神経終末は Ya m a shita ら
26－2 7切 分 類
に従い ， 内部に 含ま れ る シ ナプ ス 小胞 の 種類 に よ りI
型と工I型 に 分類され る ． ト型 は常 に 小顆 粒性小胞 を含
み， その ほか とき と して 少数の 無顆粒性 小胞や 大帝 拉
Photo15． Co nta ct syn apse in the intr a－ a Cin o u s
n er ve ple x u s of a n or m a1y in n e rv ated bu c c al
gla nd． The a x o n al ex pal Sion c o ntains m any
agra n ular syn aptic v e sicle s． It oc c ur sbetw een
theba se of a n a cin a r c e11くa cl a ndits ba s e m e nt
m e mbr a n eくbJ． M ito cho ndria lie pa r allelto the
a cina r c ell m e mbr a n e at the c o nta ct ar e a，
Dista nt synapse sin the periacin o u s n e r v eplex u s
having Ty pe I しり a nd Type IIり封 e xpa n sio n s
are se e ni thelo w erleft c o rn er ofthe photo ．
T hefen estr ated c apila ryくcJis se e nin thelow er
mgh tc o rn er． Dichro m atefix atio n， X2 0，00O．
性 小 胞を も含む． H型 は 多数の 無顆粒性小胞 を含み ，
とき に 少数の 大顆粒性小胞を含むが ， 小 額粒性小胞 は
含ま な い ． 腺房 間と動 脈壁 の 神経網 に は， 遠距離 シ ナ
プス の 形 の 工型 終末と H 型終末とが 共 に 見出さ れ る．
注目す べ き こ と は， 末梢部の 細 い 神経束に お い て ト型
終末とII 型終末と が ， しば し ば同 一 の Schw a n n細胞
に 支持され ， 相並 ん で 存在し て い る こ とで ある
．
こ れ
に 反 し， 腺房 内の 密接 シ ナ プ ス は す べ て 廿型 に 属し，
工 型終末の 形 の 密接 シ ナ プ ス は認 めら れな い ．
腺房 内神経網 に お け る神経終末の 存在部位 と し て
は， 中泉2 8Iの 涙腺の 知 見 に類似し， 次 の 4 種が見出され
た． すな わ ち， 第1 は， 腺細胞基底部の 細胞膜 の 陥凹
部と筋上 皮細胞と の 間に 存在する も のく写真 14コ， 第2
は， 腺細胞基 底部の 基 底膜の 内側で 腺細胞の 陥凹 の 中
に 存在す る もの く写真 1引， 第3 は， 腺房内の 隣接す る
2個の 腺細胞間 に存在す るも のく写 真161， 第4 は， 隣
接す る 2偶の 腺細胞 と筋上皮細胞の 三者の 間に 存在す
るも の く写 真 17うで ある
． 第3 に あ げた神経終末は ，
腺細胞側壁 の 基 底端 か ら腺腔 に画す る遊離端ま での 間
Photo1 6． Co nta ct syn aps e in the intr a． a cin o u s
n e rv eple x u sof a n o r m ally in n er v ated bu c c al
gland． T he a x o n al e xpa n sio n c o ntain s m a ny
agr a n ula r syn aptic v e sicle s． It o cctlrSbetwee n
tw o adja c e nt a cin a r c ells くacl． Dichr o m ate
fix atio n， X20，0 0 ．
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の 種々 の 位置に 認 められ る が， 軸索が 腺腔 に 露出す る
こ とは な い く図3 つ．
腺房間神経網 で は， 検索 した 158例の 軸索腰 大部の
う ち 41例が 工型 に ， 117例が H型 に 属 した． ま た， 動
脈壁神経網 に お い て は， 軸索腫 大部 73例中の 44例が
ト型 に ， 29例が H 型に属 した． 一 方 ， 腺房 内神経網 に
お い て は， 軸索贋 大 部58例の す べ て の も の が H 型に 属
し， 工型 に 属す るも の は見出さ れ な か っ た ．
電顕 の つ な ぎ写真 で 頬腺 の 実質約 1 X lO4メ m2を検
した と こ ろ， 腺房問神経網 に お い て は遠距離 シ ナ プ ス
Photo 17． Co nta ct syn apse in the intra－a Cin o u s
n e rv eple x u s of a n o r m ally in n e rv ated bu c c al
gla nd． T he a xon al expan sion contains num e．
ro u s agr a n ula r syn aptic v e sicle s a nd se v e r a1
1a rge gr a n ular syn aptic v e sicle s． It o c c u rs adj －
C e nt tO the a cinar c ellsくa cJa ndthe myo epithelial
C ellくm eJ． G A－OsO4fix atio n， X20， 00．
が 34 例見 出さ れ， その う ち 3例が ト型 に ，31例が工場
に 属 した ． 動脈 は見出さ れず， 毛 細血 管は 3本見られ
た■ 腺房内神経網 に お い て は， 密接 シ ナ プス が 26例見
出さ れ， す べ て の も の が工1型 に属 した ．
2 ． マ ウ ス 頬腺 に 分布 す る 神経終末の 各種 神経切断
後の 変 化
1I 上 頸神経節切除後 の 変化
カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光検出法に よ ると ， 腺房間， お
よ び動脈壁神経網 に お け る カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光は，
術後 24 時間以後完全 に 消失 した く写真 18う． この 所見
は， 上 記神経網 に カ テ コ ー ル ア ミ ン を含む い わ ゆるア
ド レ ナ リ ン作 動性線維が多数分布 し， それ らが すべ て
上頸 神経節 に 由来す る こ と を示 して い る ．
上 頸神経節切除後 24 時間か ら 7 日に わ た っ て ア セ
チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活性 を検 し たが ， 腺内の諸神
経網 が示 す 活性に 変化は認め られ な か っ た ．
Photo18． Cate chola min e flu ore sc en cetest in a
den e rv ated bu c c al gland， 24 hr after s uperior
C ervic al ga nglio n e cto my． T he c ate chola min e
flu o r e sc e n ce c o mpletely dis ap pe a rs． Lys o so m es
in the gla ndula r c e11s sho w a w e ak yellow
flu o re sc e n c e， but n ot the bright gr e en c atechoト
a rnin eflu o r es c e n c e． F G Sm ethod， X 480．
Fig．3． Diagr a m m atic repre se ntatio ns of the c o nta ct syn aps esin the intraTa Cin o u s n er v e
ple x u s ofthe bu c c al gla nd． T he a x o n al e xpa n sio n s c o ntain m a ny agr a n ular synaptic
V e Sicle s a nd afe wla rge gra n ula r syn aptic v e sicle s． A ， a C O nta CtSyn apS elo c atedbetw ee n
the myo epithelialc ellくm eンa ndthe a cin a r c e11くa clニ B， a C O nta Ct Syn apSelo c ated betw e e n
the ba s e ofthe acinar c ellくa cンa nd its ba se m e nt m e mbr a n eくbli C， a C O nta Ct Syn apSe
lo c ated betw e e ntw o adja cent acinar cellsくa ch D， a C O nta Ct Syn aPS e adja c e nt to tw o
a cin a r cellsくa cla nd the myo epithelialc e11くm el．
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P hoto19． Degen e rating a x o n sくdland su r viving Type IIa xonale xpa n sio n suIlinthe pe ria cin o 。S
n e rv eple x u s of a de n e rv ated bu c c al gla nd， 24 hr after s uperio r c er vic al ganglio n e ctom y． a c，
a cin a r c e11． Dichr o m atefix atio n， X20，000．
Photo20． Dege n er ating a x o nくdl a nd s u rviing
Ty peIIa x o nalexpa n sio nくIりin the pe ria rte rial
ner v eple x u s of ade n e rv atedbu cc algla nd， 2 4hr
after s uperio r c e rvic al ga nglio n e ctomy． s m，
S m Oth m u scle c el ofthe arte ry． Dichr o m ate
fix atio n， X20， 00．
電顕検索 に お い て は， 術後24時間で， 導管な らび に
動脈に 伴行 して 腺体に 進入 す る神経束内の 多数の 無髄
軸索が暗調化ま たは明 調化変性2 8，に 陥 っ た ． しか し な
お多数の 正 常な軸索が残存し て お り， ま た， 有髄線椎
にも変性像は認 められ な か っ た
． 腺房間な ら びに 動脈
壁の 神経網内の 多数の 軸索お よ び終末も術後 24 時間
では二 次変性 に 陥 っ て い る
．
しか し1I型 の 終末は健全
に残存して い た
． 術後24 時間お よ び2 日の 両者に お い
て， 神経網 を構成 する 小神経束中に ， やや 腰 大し た同
叫 の Schw a n n細胞内に 正 常な H 型神経終末 と変性 に
陥っ た軸索な い し終末とが 同時に 存在 する 所見 が しば
しば認 め ら れ た く写真 19， 201． 腺房 内神経網 に お け
Photo21
， Cate cholamin e flu or es ce nce test in a
de n e rv ated bu c c al gla nd， 24 hr after e xternal
C ar Otidn e u r e cto my． A lm o st allthe c atechol－
amin e flu o re s ce nt fibers dis ap pe ar， but a fe w
r e m ain ． F G Sm ethod， X 480．
る 終末 に関 して は， 術後 24 時間か ら 7 日の 間に 変性 は
認め られ なか っ た
．
こ れら の こ と は， 上 頸神経節を切
除する こ と に よ り， 腺内の す べ て の I 型終末が 二 次変
性 に 陥る こ と を示 して い る ． す なわ ち， 頬腺 に 分布 す
る無髄神経線推の う ち， I 型終末を形成す るも の が上
頸神経節 に 由来す る こ とを示 して い る ．
21 交感神経系 の 神経 支配 の 検 索 の た め の 諸実験後
の 変 化
り 内頸動 脈神経毒切 除 後 の 変化
内頚動脈神経葦 を切 除する と， カ テ コ ー ル アミ ン 螢
光陽性線維 は正常 の 分 布に 比 してや や密度が低い が ，
な お か な りの 密度 で 分布 して い た ．
iり 外頚 動 脈神経 毒切 除後の 変 化
外頸動脈神経叢 を切 除す る と， 螢光陽性線椎の 密度
は 正常な ら びに 内頸 動脈神経革切除後の も の と比 し格
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段 に 低 い が ， なお少数の 螢光陽性線継 が残存 して い た
く写真 21 ．
iiiう 顔面 動脈 に伴行 す る神経束切 断 彼の 変化
顔面動脈は外頚動脈の 最も大 き い 枝 で， 鼓室の 腹外
側で外頸動脈か ら分か れ ， 下 顎骨 の下線に 沿 っ て吻側
に 走り ， 唆筋付着の 前縁で下顎骨 の 下 線 を上 方に 曲が
り， 口 角の 外側を経て， 尾 側 に位置 す る頬腺に 枝 を出
したの ち 内眼 角に 達す る． 顔面動脈と その 伴行神経束
を切 断す る と， 頼腺内の カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性線
推は ほと ん どす べ て消失す る が， ごく
一 部 に な お 陽性
線維が残存 して い た く写真 221．
ivl 浅側 頭動脈 に伴 行 す る 神経乗切断後 の 変化
浅側頭動脈は外頸動脈 の 終枝の 一 つ で ， 唆筋表面を
吻側に向か っ て走り， 顔面横動脈と な り， 口 角付近 に ま
で 到る． こ の 動脈 と伴行神経束 を切 断して も ， 頬腺内
の カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽性線推 は正 常と 変 わ り な
か っ た
．
vう 内頸 動脈 神経叢お よ び顔面 動脈に 伴行す る神経
束の 同 時切 断後 の 変 化
頬腺内の カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性線碓 は完全に 消
失した ．
vil 外頸 動脈神経叢お よ び翼口 蓋神経節の 同時切 除
後の 変化
頼腺内に は ごく 少数の カ テ コ ー ル ア ミ ン 蛍光陽性線
維が残存 して い る の が 見ら れ， その 分布密度は外頸動
脈神経葦 を切 除した後の そ れ に 匹敵す る ．
以 上 の 実験結果は， 交感神経系の線維はす べ て 上 頸
神経節に 由来し ， そ の 後大部分の 線維が外頸動脈神経
叢 を経由し， 顔面動脈 に 伴行 して頼腺 に 到る こ とを示
して い る ． 一 部の 線維は 内頸 動脈神経叢 を経由する が，
翼口 蓋神経節 を経由す る線継が存在 し な い こ と を示 し
て い る ．
P hoto22． Cate chola min e flu o r es c enc e te st in a
de n e rv ated bu c c al gla nd， 24 hr afte r s e ctio n of
n e rv ebu ndle s a cc ompanied with the fa cial
artery． Alm o st allthe c ate chola min e flu o r e
．
scentfiber sdis ap pe a r， but a fe w r e m ain ． FGS
m ethod， X480．
3う 下 顎 神経切断後の 変化
カ テ コ ー ル ア ミ ン質光検出法 で は ， 術後 7日に お い
て も頬腺内に 分布す る螢光陽性線椎に 変化 は認められ
な か っ た ．
アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性検出法に よると，
術後 2 日に お い て， 腺房 間， 動脈壁お よ び腺房内の諸
神経網内の ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性線捷
は す べ て 消失 したく写真23う． こ の 実験結果は， 頬腺に
分布 す る コ リ ン作動性神経 が す べ て下顎 神経を経由し
て 腺に 到る こ とを示 して い る ．
電顕観察 に お い て は， 腺内に 進入 す る神経束中の有
髄神経軸索お よび 一 部の 無髄線推軸索に 変性を認めた
く写真 241． 腺房問お よ び動脈壁神経網の 一 部の 無髄
禦
P hoto23． Ac etylcholine sterase activity te stin a
de n e rv ated bu c c algla nd，2days afte r m a ndibular
ne urecto my． Note the c o mplete dis ap pe a ra nce
Ofa c etylcholin e ster a s e a ctivity． Rube a nic a cid
－
e nha n ce m e nt m ethod， X480．
Photo 24． Cr o ss se ctio n ofa n e rv ebu ndle pr oce ed
，
ing to the bu c c al gla nd， 24 hr after m andibula
r
n e u re cto my． Dege n e r ating くdl a nd n o rmal
u n myelin ated a x o n s a r e s e en － Dichr o m atefix
．
atio n， X 7，700．
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神経軸索が ， 術後24 時 間に 二 次 変性像 を示 し く写真
25， 261， 術後7 日ま で に 変性消失す る．
一 方 ， 腺房内
神経網の 軸索終末 はす べ て術後24 時間 に は 二 次変性
像を示 し 愕 真27つ， 術後 7 日ま でに 変性消失す る ． 術
後24 時間か ら 7 日の 試料 に お い て ， 頼腺 内の 腺房問お
よび動脈壁神経網中に ， 二 次変性 に 陥る こ と なく正 常
な微構造 を保 っ て い る終末 はす べ て 王型に 属 し， 正常
な H 型終末は全く見 出され な か っ た ． こ の こ とは ， 下
顎神経の 切断に よ りH 型神経終末が 二 次変性 に 陥る こ
と を示 し， 頬腺 に 分 布する 無髄神経線継の う ち， H 型
終末を形 成す る もの が下 顎 神経 を経由して腺 に 到る こ
とを示 して い る．
Photo2 5． Dege n e r ating a x o n sくdJand s u rviing Type I axonale xpa n sio n sりlinthe pe ria cino u s
n e rv eple x u s ofthebu c c algla nd，24hr afte r m a ndibular ne urectom y． a c， a Cin ar c el三 C， C api11a ry．
Dichro m atefix atio n， X20，000．
Photo26． Dege n er ating a x o n sくdla nd surviving Type I a xon ale xpa nsion sりりin the periarterial
n erv ePle x u s of a de n er v ated bu c c al gla nd， 2 4hr after m a ndibula r n e u re cto my． s m， S m O Oth
m uscle c e1lofthe a rte ry． Dichro m atefix atio n， X20，000．
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4I 下 顎 神経に 属 す る諸神経切断後の 変 化
り 頬神経切 断 後の 変化
アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活性検出法に よ ると ，
頼腺の 腺房 間， 動脈壁 お よ び腺房 内の 諸神経網内の ア
セ チル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性線維 は， 術後2 日
で す べ て消失 し たく写真 2鋸． 術後 24時間の 電頗 検索
で は， 下 顎 神経 を切 断し た後と 同様 の 変性所見 を示 し
た
．
iり 耳 介側頭 神経切断後の 変化
アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活 性検出法 に お い て
も， 電顕検索に お い て も術後 2 日 まで に な ん ら変化は
認 められ なか っ た
．
iiiう 青神経と下 歯槽神経切 断後 の 変化
アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性検出法 に お い て
も， 電顕検索に お い て も術後2 日 ま で に な ん ら変化 は
認め られ な か っ た ．
Photo27． Dege n er ating a x onくdl in the intr a．
a cinous nerve ple x u s of a de n er v ated bu c c al
gla nd， 2 4hr after mandibular neu re cto my． A
mito cho ndrio nlie s pa r allel to the a cin a r c ell
m e mbr a n e at the c onta ct a r ea． a c， a Cin a r c ellニ
m e， m yO epithelial c ell． Dichr o m ate fix atio n，
X20，000．
本
以上 の 結果 は ， 頬 腺に 分布す るII 型神経終末を形成
す る神経線椎は， 下顎神経の 枝の う ち で ， 頬神経を経
由 して 腺 に 到る こ と を示 し て い る
．
3 ． 上 頸 神経 節切 除 お よ び下顎 神経 切 断後 の 頬腺腺
房 の 変 化
上 郡中経節切除後の 頼腺の 電頗 に よる検索に お い て
は ， 術後 24 時間で は腺細胞の 粗面小胞体に 内腰 の拡張
の 傾 向を見 る ほ か ， 著変は認 め ら れ な か っ た ． 術後2
日 に な ると ， 腺細胞の 基 底部 に脂質滴 と思 われる限界
膜に 包ま れ た 顆粒 が出現 し， 1ys o s o m eや 多胞小 体の
増加 が見 ら れ た． 術後 4 日 か ら 7日 に お い て は， 脂質
滴お よ び1yso s om e は更に 増加 す る． 細胞全体の 体積
お よ び分 泌 顆粒の 量 は ， 正 常 に比 し て 顕著 な差異は認
め ら れ なか っ たく写 真2 91． また ， 筋上 皮細胞や導管系
の 細胞 に はほ と ん ど変化 は認め ら れな か っ た
． 腺房問
の 問質内の 遊離細胞の 増加や 血 管系の 変化はば とんど
認め られ なか っ た ．
下顎 神経切 断後 の 頬腺 を電顕 で 検索す る と， 術後24
時間に お い て 腺細胞内 に 大 き な 1ys o s o m eの 出現が 認
め られ た． こ れ ら の Iyso s o m eは内部 に 電 子密度大な
物質と， 分 泌顆粒や そ の 他の 細胞内小 器 官の 変性産物
と 思 われ る 物質を含ん で い る ． 術後 2 日に なる と， 腺
細胞で は1yso s o m eが 増加 し， 細胞基 底部 に は脂質滴
と 思 わ れる 顆粒が多数出現 した ． Golgi装置と分泌顆
粒に は変形像と融合像が多く認め られ た． 一 部に は，
分 泌顆 粒 をほ と ん ど失 っ て 体積が著 しく 減少したり，
細胞 質の 大 部分が 変性に 陥 っ た細胞 も見 ら れた． 腺房
間 で は好酸球や肥 満細胞 も見 ら れ た． 導管系の 細胞に
も Iys o s o m eが 多数認め ら れ た． 術後 4 日か ら7日を
経る と， 多く の 腺細胞が体積 を著し く減 じ， 高さが低
く な り， 腺腱 が異常に 拡大 す る た め に ， 腺房が薄い 壁
を持 つ 嚢胞状 を呈 する像 が頻繁に 認 め られ た． 腺細胞
に は 多数の 脂質滴 や1ys osom e が 見 ら れ， ある い は大
き な 空胞 を持 つ も の も認 め られ た． しか しほと んどの
P hoto28． Ac etylcholin ester a s e a ctivity te stin a
de n e rv ated bu c c al gla nd， 2 da v s after bu cc al
n e u re cto my． Ac etylcholinester a s e a ctivity c o m－
pletely dis ap pe a rs． Rube a nic a cid－e nha n c e m eIlt
m ethod， X480．
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Photo29． Acin a r c ells of a de n er v ated bu c c al
gland， 7 days afte r s uperio r c ervic al ga nglio
．
necto my ． Se cr etory gr a n ule s sho w a m a rked
fu sio n， While the r o ughTS u rfa c ed e ndopla s mic
retic ulu m indic ate s a n e xpa nded ap pe a r a n c e．
ac． a cinar cell． Dichr o m atefix atio n， X 5，000．
Photo30． Acina r c ells of a de n e rv ated bu c c al
gla nd， 7 days after m aldibular neurectomy ．
The acin a r c ells sho w a m a rkedr edu ctio nin siz e，
Whilethe s e cr eto ry gra n ules ar e m a rkedly r edu c－
ed in n u mber． a c， a Cinar c ellニ1， 1u men ofthe
acinu sこ m e， myO epithelial c ell． Dichr o m ate
fix atio n， X5，000．
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腺細胞が少 量 で は あるが 正 常に 近 い 分泌 顆粒 を含ん で
い たく写真 30う． 筋上 皮細胞 に は顕 著な変化は見ら れ な
か っ た
． 導管系の 細胞に も ，lyso so m eの 増加以 外は顕
著な変化は認め ら れな か っ た ． 腺房 間に は， 好醸球や
肥満細胞 の 増加 が 見ら れた
．
血 管系に はほ とん ど変化
は認 めら れ なか っ た ．
考 察
1 ． マ ウス 横腹の 微構造と名 称
Redm a nl Olは ラ ッ トに お い て， 耳下 腺管の 開口 部付
近か ら胎生 16 日に 発生 する腺塊を見つ け， 光顕 を用 い
て解剖学的， 組織化学的お よ び発生学的検索を行な っ
た ． ラ ッ ト に お ける こ の 腺の 存在位置， 相対的な大き
さ お よ び解剖学的な構造 は， 今回 の 著者の マ ウ ス に 関
す る知 見と ほぼ 一 致す る． Redm a n101は ， 腺内の す べ て
の 腺細胞が P A S 反応陽性 で， A B染色に よ っ て染色さ
れ る顆 粒を持 つ こ とか ら， こ の 腺を純粘液腺で あ ると
結論 した． しか し今回 の 著者の 所見で は， マ ウ ス の 頬
腺に は，P A S 反応陽性で A B染色で 染色され る分泌顆
粒を多量 に 持 つ A 細胞と， P AS 反応は 陽性 で あ る が
A 王ミ染色で 染色さ れ な い 分 泌 顆粒を少量持 つ B 細 胞
の 2 種が存在す る こと が明 ら か とな っ た ． また電顕 検
索に お い て も， A 細胞が電子密度の 低い 細顆粒状お よ
び細糸状の 物質を含む多量 の 分泌顆粒 を密に 持 ち， B
細胞が 電子密度の 高い 均 一 な微細顆粒状物質を含 む少
量 の 分泌顆 粒 をま ばら に 持 つ こ とが明 ら か とな っ た ．
A 細胞， B 細胞 と も に メ セ ナ ミ ン 銀 法 に よ る所見は
P A S 反応に よる所見 に 一 致す る． A 細胞 は， 核は球形
で 細胞の 基底 に 押し つ け られ て い な い が， 分泌顆粒の
特徴か ら粘液細胞で あ り， ま た B 細胞 は， 球形の 核と
細胞間分泌小管 を持 ち， 分泌 頼粒 の 形態と AB染色 に
よ っ て 染色され な い と い う 性質か ら ， 渠液細胞で あ る
と 言う こ と が で き る． A 細胞 と B 細胞 の 存在比 は
12 こ 1 で， 粘液細胞 で あ る A 細胞 の 方が 圧 倒的 に 多
い
．
し か し 少数 で は ある が， 渠液細胞で あ る B細胞が
半月 を形 成し て い る こ と が明 ら か と な っ た の で あ る か
ら， 頬腺は 混 合腺 で ある と結論す る こ とが で き る ． な
お A 細胞の 分泌 顆粒は， pH l，tI のA B染色で 染色さ れ
る こ とか ら， 硫酸 基 を持 つ 酸 性ム コ 多糖類 を含む こ と
が明 らか と な っ た ．
一方導管系に 関 し て は， Redm a nl Ulは ラ ッ トの 頼腺
に 関して ， 短 い 介 在部， 線 条部お よ び導管か ら な り，
導管の 上 皮は初め は単 層柱状上皮で ある が葉間導管か
ら偽重 層柱状上皮に なる と 記載 して い る ． さ ら に ， 頼
腺 管が 耳 下腺管 と 同じ く杯細胞 を持 つ と 記 載 して い
る ． マ ウス の 頬腺 で は， 介在部お よ び線条部は存在せ
ず， 導管も は と ん どの 場合， その 起始部か ら二 層の 立
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方また は柱状の 上 皮で埠ま り， 耳下腺管 に合流 する ま
で 同様の 構造 を示 す こ とが 明ら か と な っ た
．
ま た， 耳
下腺管も頬腺管も杯細胞 を有 しな い こと が判明 した．
頬腺の 名称 に 関し て は， Redm a nL D，は頬壁 の 後方の
第3大 臼歯 に 対す る位置 に 存在 す る 3 つ の 粘液腺 を
po sterior bu c c al gla nds， 耳下腺管 に 合流す る当腺を
a nte riorbu c c algalnd と呼 ん でい る． マ ウ ス で はす で
に 述 べ た よう に ， 第3大 臼歯に 対 す る頼壁内に 独立 し
た ごく小 さな粘液腺が 1個存在す るが ， こ の 腺は位置
的 に頬腺 とは か け離れ て 存在 し， 臼歯腺 と命名す べ き
も の で あ る． 類壁内に は他 に ま ぎらわ しい 腺 は存在 し
ない か ら， 今回検索を行な っ た腺 を頬腺 と命名 して さ
し つ か えな い と考 える． な お ， 他の 動物 で 副耳下腺 と
呼 ぶ腺の 記載が あ るが ， 今回著者が検 した 頬腺は混 合
腺で ある の で， そ の頬腺管が耳下腺管に 合流 して い て




マ ウス 頻腺の 神経支配
Fr eitag ら
29Iは ウ サ ギ の耳下腺 と顎下腺で ， 上 頸神
経節切除後 カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光は 消失 した が ア セ チ
ル コ リ ン エ ス テラ ー ゼ活性 に は変化 が なか っ た と報 じ
て い る
．
こ の 所見は Garr ettら3 01に よ りイ ヌ の 耳下腺
で も確認さ れた ． 井上 印 は マ ウ ス の 耳下腺に お い て ， 上
郡中経節切除後カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽性線推 が消失
し， 同時に 電顕的に 腺内の 小顆粒性 シ ナ プス 小胞 を含
む工塑神経終末が変性に 陥る と報告 してい る ． さ らに
井上 は耳介側頭神経の切断を行な い ， 腺内の ア セ チ ル
コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ清性陽性線推が消失 し， 電顕的に
は無頼粒性 シ ナ プ ス 小胞を含 むが小 額粒性小胞 を含ま
な い H型神経終末が変性 に 陥る と報告 して い る．
今 回 マ ウス の 頼腺に お い て も， 上 頸神経節切除後腺
内の神経終末に 見られ た カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光が 消失
し， 頼神経切断後腺内の神経終末に 見られ た ア セ チル
コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活性が 消失 す る こ と が 確認 さ れ
た． さ ら に 同時 に 行な っ た電顕検索に よ っ て， 上 頸神
経節切除に よ り腺内に 分布 し て い た 小額粒性 シ ナ プス
山一胞 を含む 工型神経終末が変性 に 陥り消失す るが ， こ
の と き腺内に 存在 し てい た無顆粒性シ ナ プス 小胞 を含
む が小 顆粒性小腹 を含ま な い H 型神経終末は残存す る
こ とが 明 らか に な っ た
．
一 方， 頼神経 ある い は頼神経
を含 む下顎神経の切断後 に は， 腺内の工王型終末は変性
消失 する が， 工型終末に は変化が な い こ と が 明 らか に
な っ た
． 以上 の組織化学的所見 なら び に 電顕所見か ら，
頼腺 に 分布 して い る 工型 神経終末が ， 上頸神経節 に 由
来す るア ドレ ナ リ ン 作動性神経腺維 の シ ナ プ ス 終 末
で あ り， 工工型 神経終末が ， 頬神経 を経由す る コ リ ン作
動性神経線維の シ ナ プス 終 末で ある こ と を明らか に し
た
．
頬腺内の ア ド レ ナ リ ン 作動性神経 と コ リ ン作動性神
経の 分布に 関 して は， Ro s so ni ら6切 ヒ トの 頬腺に関す
る 報告が あ る に す ぎな し－ ． 彼 は頬腺 は 一 般に ア ドレ ナ
リ ン作動性 と コ リ ン作動性 の 両神経線椎の 支配を熱ナ
て い る が， こ の う ち， ア ド レ ナ リ ン作動性神経 は血管
周囲を除き ほと ん ど見 ら れ な い と報 じ てい る
．
マ ウス
の 他 の 唾液腺で は， い ず れ も両神経 の 支配を受 けるが，
耳下 腺 と顎 下腺が ア ド レ ナ リ ン作動性神経 の 方が優勢
で あ り， 舌下腺 と E bn e r腺で は コ リ ン 作動性神経の方
が圧 倒的に 優勢で あ る と報告さ れ て い る3 り32，． マ ウ ス
の 頬腺 で は， 腺房間神経網 に お い て は ア ド レ ナリン作
動性の 1 型 と コ リ ン作動性の H型の 存在比 は1こ 3で
あ り， 動脈壁神経網 で は4 二 3 であ っ た ．
一 方 ， 頬腺の 実質細胞と神経終末と の 直接的な関係
に つ い て も， 今日 ま で 密接 シ ナ プス の 報告を見 ない
．
他の 唾 液腺 に お ける 密接 シ ナ プ ス の 知見 を参照する
と ， ア ド レ ナ リ ン 作動性 と コ リ ン作動性の 両タイ プの
神経終末が腺細胞 と密接 シ ナ プス を形成す ると いうこ
と が， ラ ッ ト3 3I， ウサ ギ 瑚 抑 お よ び マ ウ ス 31－32切 耳下腺
に お い て 報告され てい る
．
また， コ リ ン作動性神経の
み が腺細胞と密接 シ ナ プ ス を形成 す ると い う ことが，
リ ス ザ ル 36I， サ ル 37切 顎 下腺 お よ び マ ウ ス 32輝 の舌下
腺 と Ebn e r腺 に お い て報告さ れ てい る
． それ に 反し，
密接 シ ナ プ ス が 見ら れ な い と い う 報告が， ヒ ト39Iとリ
ス ザ ル 40切 耳下 腺 お よ び と 卜3 9I， ウ シ411， モ ル モ ッ
ト 川 ， ハ ム ス タ ー
4り
， ウ サギ3引 ， マ ウ ス
32切 顎下腺でな
され て い る． また その 他 ヒ トの 顎 下 腺や お よ び口唇
腺瑚 ， ラ ッ トの 舌下腺 瑚 お よび Ebn e r腺4 51で腺細胞に
対す る密接 シ ナ プ ス が 報告され て い るが ， それ らがア
ド レ ナ リ ン作 動性 で あ る か コ リ ン作動 性 で ある か に関
して は言及 さ れ て い な い ． 今回 の 著者の マ ウ スの 頼腺
に お け る検索で は， 腺房 内神経網 で は その 密接シ ナプ
ス の形の 神経終末は す べ て工工型 の コ リ ン作動性神経終
末に 属す る こ とが 明ら か と な っ た ．
頼腺 に 分布 する 副交感神経 の 走路に 関して は， 従来
全 く報告が な い ． 近傍 に 位置す る耳下腺 の神経支配に
関 して は ， ヒ トお よ び種々 の 哺乳類に お ける神経走路
の 肉眼検索に 基づ き46湘 ， 節前線椎 は延 髄の 下唾 液核
を発 し， 舌咽 神経 よ り教室神経， 鼓室 神経葦， 小錐体
神経 を経 て耳神経節 に 入 り， そ こで神経細胞に終わると
考え られ てい る
．
また 耳神経節の 神経細胞 か ら発 した
節後線維 は， 交通 枝 を経 て耳介側頭神経に 入 り， 耳下
腺 に 到ると さ れ て い る． 頬神経と の 関係に つ い ては成
書に は記載が な い が ， 大 久保471が ネ コ ， イ ヌ ， ブタ， ヤ
ギ， ウ シ お よ び ウ マ で 良く発達し た耳 神経節と頼神経
と の 交通枝 を観察 して い る ． 今 回著者も マ ウ ス に お い
て， 光顕連続切片の 再構築法 に より そ の 交通枝の 存在
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を確認した． ま た， 本研究 に お ける神経切断実験の 結
果は， マ ウ ス の 場合， 頼腺 に 分布す る
コ リ ン 作動性神
経がす べ て頼神経 を経由する こ と を示 して
い る ． 副交
感神経は耳神経節 で ノ イ ロ ン を換 え， 節後線維は交通
枝を通っ て 頼神経 に 入 り， 柳 申経 を経由 して頼腺 に到
る ことが明ら か と な っ た ．
頼腺に 分布する 交感神経の 走路に 関 し ても 従来全く
報告がな い ． 近傍に 位置す る耳下腺の神経支配に 関 し
ては， ヒ トの 肉眼 的解剖所見 に 基づき
4 引
， 節前線継が胸
髄上部の 側柱の 神経細胞 か ら起 こ り， 脊髄神経の前根，
自交通枝 を経て交感神経幹に 入 り， こ れ を上 行 して 上
頸神経節 に 到り， こ こ に 存在 する神経細胞に終わ るとさ
れてい る ． ま た上頸神経節の 神経細胞 か ら発 した節後
線綻は外頸動脈神経草 に 入 り， 外頚動脈の分岐 に 従 っ
て末棉に到る もの と， 耳神経節 へ の 交感根 を通 っ て 耳
神経節に 入 り， これ を通過 して 前述の 副交感神経線経
と同じ走路 を通っ て末梢に 分布 する も の が あ ると考 え
られ てい る． 一 九 内頸 動脈神経牽か らは上 ． 下頸鼓
神経が発 し， 教室神経華と連絡 して い る こ とが 知られ
てい る
．
ま た大久保4 7Iは， ネコ や ブ タ で 内頸動脈神経草
と耳神経節と の 間に 交通枝の 存在を確認 して い る ． こ
れらの 所見 は， 交感神経線推の 一 部が外頚動脈神経若
の ほか ， 内頚動脈神経寒 か ら も耳神経節 に 入 り ， 副交
感神経線経 と共に 末梢に 行く 可能性を 示唆 して い る．
しか し井上3りは マ ウ ス の 耳下腺に つ い て ， 一 部の交感
神経節後線推 が耳介側頭神経 を経由 して 耳下腺 に 到る
とする 従来の 説 を否定す る所見を得て い る ． 今回 の 著
者の マ ウ ス の 頬腺に お ける検索で は， 下 顎 神経 を切断
しても頼腺 に 分布す る カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性線維
の 密度 に変化は認 め られ なか っ た ． こ の 所見は ， 交感
神経線維が耳神経節か ら頼神経 を経て 頬腺 へ 到る と い
う説を否 定する も の で あ る． 顔面動脈 に 伴行す る神経
束を切 断す ると ， きわ めて 少数で は ある が カ テ コ ー ル
ア ミ ン螢光陽性線維が頼腺内に 残存 し てお り， こ れ は
さら に 内頸動脈神経華 を切除する と完全 に 消失した ．
こ の こと か ら ， 上 頸神経節 を発 し頼腺 に 到る 節後線椎
の大 部分 は， 外頚動脈神経叢に 入 り， こ の 線維は す べ
て外頚動脈 と共に 末梢 へ 走り， 外頸 動脈 の 枝 で あ る顔
面動脈に 伴行 して 頬腺に 到る こ とが 明ら か とな っ た ．
また， 頼腺に 分布す る交感神経線推の 一 部は内頚 動脈
神経叢を経由し， 内頚動 脈に 沿 っ て 末棺 へ 走 り， そ の
枝で ある眼 裔下 動脈 に 伴行し て 頬腺 に 到 る こ とが 示唆
される ．
結 論
マ ウ ス の 頬腺の 微構造と神経支配 に 関 して， 正常 な
らびに 諸神経切断後 に 検索を行な い ， 次 の 結果 を得た．
1 ． 頼腺は嘆筋前縁に 接 して 存 し， 3実に 分葉 し，
各葉か らの 導管 は合流 して頬腺管とな り， 耳下腺管に
開口 する ． 頬腺は 粘液性の A 細胞と簗敵性の B細胞
か らな る混 合腺 で ， 複合管状胞状腺 に 属し， 介在部お
よ び線条部 を欠く． 腺房の 基底面の 約2割は筋上 皮細
胞に 被わ れろが， 導管系に は筋上 皮細胞は出現し ない ．
2 ． 導管およ び血 管に 伴行して頼腺 に入 っ た無髄神
経線推 は， 微細神経束か らな る腺房間神経網， 動脈壁
神経網お よ び腺房内神経網 を形成す る． 無髄軸索 はそ
の 走行中に 癖状 に 腫大 した神経終末を形成 する．
3 ． 腺内の 神経網はカ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性 の線
経と アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性の線推 か ら
なる． 後者 は前者よ り も多い ．
4 ． 上璽新中経節切除後， カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽性
の 線推 は消失す る． 頼神経切 断後， アセ チル コ リ ン エ
ス テ ラ ー ゼ 活性陽性 の 線椎 は変性消失す る．
5 ． 電鋳的に は， 上 記の 軸索の 癖状腫大部に は多数
の シ ナプ ス 小 胞が 見ら れ， こ の 部で Schw a n n細胞が
1邪欠如し， 腺房間神経網と動脈壁神経網では遠距離 シ ナ
プス を形成す る． 腺房内神経網で は， 軸索は Schw a n n
細胞 の帝を失な い ， 腺細胞間， 腺細胞と筋上皮細胞 の
間ある い は腺細胞と基底勝と の 間で ， 腺細胞 お よ び 筋
上 皮細胞と密接 シ ナ プ ス を形成す る．
6 ． い ずれ の 神経網に お い て も腰 大 し た軸索終末
は， 小顆粒性小胞 を含む 王型 と無顆粒性小胞を含む工1
型 とに 分類され る． I 型 は上頸神経節切除後変性 に 陥
り， H 型 は頼神経切断後変性に 陥る ． 工型 は上頸神経
節由来の ア ド レ ナリ ン作動性神経の 終末で あり， H 型
は耳神経節由来の コ リ ン 作動性神経の 終末で ある．
7 ． 工 型 とI工型 の 存在比 は， 腺房間神経網 で は 1 ニ
3， 動脈壁神経網 で は4 こ 3で あり， 腺房内神経網で
は H型の み が存在す る．
8 ． 上 部中経節切除乳 腺細胞 は分泌顆粒の 融合や
粗面小胞体の 内腔の 拡張な どの 諸変化を示 す． 下 顎 神
経切 断後， 頬腺はよ り顕著な変化を示 し， 腺細胞に は
1yso s o m eや脂質滴が増加 する － し ば しば腺細胞 は分
泌顆粒 をほ と ん ど失 っ て 背が低く なる ．
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A bstract
T he stru Ctu r e and in n e rv atio n of t he m o u s ebucc algla nd w e re studied by histo che mistry a nd
electr o n micros c opy． T he bu c calgla nd is lo c ated in the bu c c al w
a11
，
a nte rio rto the m a sseter
mu scle． T he gla nd is c o mpo sed of t hr e elobes， e a Ch having e x c reto rydu cts． T hese du ctsjoin on e
a n ot he rto fo r m ala rge e x c r eto ry du ct， the bu c c al du ct， W hichjoin sthe pa rotid du ct at about
O．5m m proximal from t he o r al te r min alof t he pa r
otid du ct． T hebu c c algla nd is cha r a cte ristic of
t he c o mpo und tubuloalv e ola r a nd mixed gla nd－ T
he gla ndula r a cin u s con sists of abo ut 90％
m uc o us cells and l O％ s e r o u s c e11s． T he bu c c algla nd has n ointe r c al ted a nd striated du cts．
P hotographic silv e r st aining sho wst hatthe bu c c algla nd is supplied withm a
ny u n myelin ated
n e rve fibe rsfo r ming pe ria cin o us， Pe riarterial a nd intra
－ a Cin o u s n e rve Ple x u s e s． T he n e rv efibers
e xhibitm a ny va ric ositie s aln o ngtheir c o u rs ein the plexu ses． H isto che mic al te chniqu e sde m o n
－
strate c atechola min eflu o r e sc e n c e a nd a c etylcholin este ra s e a ctivityin thes e n e rve ple x u se． After
superio r c e r vic alga nglio n e cto myt he catechola min e
－
POSitiv efibe rsdis ap pe a r， the s a m ebeingtru e
afte rbu c cal n e u r e cto my fo r a c etylcholin ester ase
－PO Sitiv e fibers． In ele ctro n mic r ogr aphs， the
v a rico sities a re rev e aled a s a x o n al e xpa n sio n scontain ing m a ny syn aptic v e sicle s a
nd mito cho ndq
ria． T he ax o n al e xpansio n slo cated in the pe ria cin o u s a nd pe ria rte rial n
e rv ePle x uses sho wthe
dista ntsynapses， Wh net ho selo c atedin t heintr a
－ a Cin o u s n e rv ePle x u s sho wthe c o nta ct syn apses．
T he expa n sio ns can be clas sified into tw otype sニTypeI， tho se alw ays
ha ving m a ny s m allgr a n ular
v e sicle si a nd Ty pe 工， t hose having m a ny agr a n ula r v e sicles． Afte r supe rio r c e rvic alga nglio n ec
－
to my， TypeI e xpan sio n sdege n e rate， While afte rbu c c aln e u re cto my， Type H e xpa n sio n sdege ne
－
r ate ． T he s ehisto che mic al a nd electr o n micr osc opic al obs e rv atio n sindic ate that Ty pe I expa n
－
sio n s c o rre spond to t he syn aptic e ndings of the adr e n ergic fibe rs o rigin ating
fr om the s upe rio r
c e rvic alganglio n， W hile Ty pe H expan sio nsc o r r e spo nd to the syn aptic e ndings of the cholin e rgic
fibe rsde riv ed fr om t he otic ga nglio n． T he r atio of Ty pe I to Ty pe 工 is lニ3 in the pe ria cin o u s
n e rv ePle x u s and 4こ3 in t he pe ria rteri aln e rv ePle x u s． A llthe c o nta ct syn apse sin the intr a
－ a Cト
nou s nerve Ple x us belo ngto Ty pe H e xpa n sio n s．
After superio r c e r vicalga nglio n e cto my， the glandula r c ells sho w afu sio n of t he s
ecrqto ry
gr a nule s a nd a n e xpa n sio n of the r o ugh－Su rfa c ed e ndoplasmic r etic ulu m ． A fte r m a ndibular
n eu re cto my， the gla ndula r cells sho w m a rked cha nge a nd the gla nd u
nde rgo es ede m ato u sde
－
ge neratio n．
